




Report from the Counseling Room (N o.の
Kohei KOKETSU 
This is the fourth annual report of the Couns邑lingRoom of which was founded in April， 
1977. The report has three sections: 
1)羽Thatis counseling at college level? 






































(a) 精神的未熟性と社会的未熟性， (b) 目的の喪失と






































































































学生相談室報告 (4) 77 
でないことは明白であるが， これまでの大学側や教員の
姿勢に全く問題がなかったとはし、し、きれないであろう。
今日の学生のもっている学生観，考え方，将来の展望の
明確さなど学生の内的生活や特質を理解せずに，結果を
みてそれを追いかけるがごとく補導，指導といってみて
も，それは全く無意味であるし無駄なことであるとい
わねばならない。そして結果的には留年問題もまた解消
しないて、あろう。
lIL むすび
最後に留年について結論的な事を簡単にのべてむすび
としたし、。
端的に言って留年の意味するものは次のような事柄で
ある。
① 入学早々，他の大学に移りたいような不本意な進
学は，留年の最大の原因である。②職業志向は留年に
対して歯止めとなる。③ 留年には無気力型と目的型と
があるが，両者の根底に共通している事は，大学内にお
ける自己の位置づけが困難であると推定される これは
たぶん学生達の意欲低下の結果であると思われる。④
留年の教育的評価は，家庭や社会からすれば，ふまじめ，
不経済なことである。しかし青年白体からすれば，受
験体制下，生涯計画について悩む余裕がな全くなかった
彼らには，ある場合，やむをえない模索期間，決断廷期
であるが，反面，不幸な挫折にいたる病である。大学改
革なども， この観点からの接近が必要だと恩われる。
今回の学生相談室は現今の大学で一般的傾向になって
いる「留年」と「大学におけるカウンセリング」につい
て，常職的な見解を記した。従って，このノートは本学
の学生相談室については間接的に述べる結果となった。
が，一般的な見解，意見だからといって本学の学生相談
室とは全く関係がないとし、うわけでは決してない。本学
の学生相談室で取扱ったそれぞれの事例は，それを如実
に裏付けている。
(受理昭和56tr1月16日)
